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下図は、チェルノブイリへのかけはしの野呂美

加さんが、チェルノブイリの汚染地帯に生活する

100 人以上のお母さんから聞き取った、子どもた

ちの身体に起きていること、です。

みなさんのご家庭やまわりではどうでしょうか。

「これらの症状は保養で治る。しかし、病名（小児

甲状腺がん、てんかん、心臓病等々）がついたら治

らない。保養は予防です」と野呂さん。
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以下はちくりん舎で測定した尿検査の結果です。

調査期間は 2013 年 4 月～2016 年 1 月。2016 年

3月 20日のちくりん舎総会で青木一政さんの報告

から紹介します。

まず福島県の子ども、大人の尿中のセシウム

134、137 合計の濃度分布です。単位はベクレル／

L。検査件数 154 件。

つづいて、宮城県。検査件数 21 件。

つづいて栃木県。検査件数 43 件。

福島県や宮城県では、尿中に放射性セシウムが

0.5～0.6 ベクレル／ｋｇある子どもや大人が 10%
前後もいることがわかります。福島県では、0.6～
0.8 ベクレル／ｋｇある方もいます。

栃木県でもやはり、尿中に放射性セシウムが 0.5
～0.6 ベクレル／ｋｇある子どもや大人が 10%も

いることがわかります。

最後の、東京都、埼玉県。検査件数 49 件。内

部被ばくを考える市民研究会の会員のみなさんの

検査結果はここに入ります。2013 年 12 月および

2016 年 1 月の川根の尿検査結果では、不検出でし

た。つまり、0～0.1 ベクレル／L のところに入り

ます。

[川根の尿検査結果]
■2013 年■

尿採取日 2013 年 12 月 10 日 重量 2110.8 ｇ
測定時間 18 時間

不検出 検出限界セシウム 134 0.14 ベクレル／

kg 検出限界セシウム 134 0.17 ベクレル／kg
■2016 年■

尿採取日 2016 年 1 月 6 日 重量 1958.1 ｇ

測定時間 18 時間

不検出 検出限界セシウム 134 0.089 ベクレル

／kg 検出限界セシウム 134 0.11ベクレル／kg

いまだ、会員の方で 0.1 ベクレル／L を超える

放射性セシウムが検出された方はいません。しか

し、2013 年 12 月の測定では、ピークが出た方が
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1 人。高校生の子は、運動部の合宿で山盛り 2 杯

のきのこを食べさせられていました。2016 年 1 月

の検査では、ピークありが 1 人、検出された方が

1 人。この方は小学生、セシウム 137 だけ 0.055
ベクレル／kg 検出されました。この子は学校給食

を食べています。お父さん、お母さんからは放射

性セシウムは検出されませんでした。

東京、埼玉、神奈川、千葉、等々、関東圏でも保

養は必要です。何かからだの感覚がおかしい、と

思ったら早めに行動を起こすことが大切だと思い

ます。

尿検査を、内部被ばくを考える市民研究会では、

ちくりん舎と共同して行っています。5 名以上の

申し込みで一検体 8000 円です。2L の尿が必要と

なります。お問い合わせ、申し込みは小林明子さ

んまで。

尿検査申し込み

小林明子さん メールアドレス

amth.a11-m.f21397@silver.plala.or.jp
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私が住んでいた千葉県北西部にある鎌ヶ谷市

（柏市、松戸市などと隣接している市）は、梨畑や

ぶどう畑が一面に広がるのどかな場所。 2011年

3月 21日朝に大量の放射性物質を含んだ雨が

千葉県北西部にも大量落下し、汚染状況重点調査

地域にも指定されるホットスポットとなりました。

汚染の濃い場所に住んでいたにも関わらず、その

ことに全く気がつかずにいた 2年間。 2013年に

なりようやく気がついた時、東日本一帯が黄色で

覆われたセシウム 137のマップ（右図）を見た時

の衝撃は今でも忘れることはありません。100 ベ

クレル/kg は放射性廃棄物で本来ならドラム缶に

入れて厳重に管理されるべきところ、私の住んで

いた庭の土壌は 3000 ベクレル、近所の公園は

8000ベクレルを超えるところも。 ガイガーカウ

ンターからはアラームが鳴りひびきました。 自

分の体調不良は放射能による影響が大きかったの

だということと結びつき、2013年夏に 1歳 5カ月

の息子と滋賀への避難を決断しました。

日本地図を開き直感で滋賀に。自然にかこまれ

た田舎で子育てがしたい、そのことが叶う場所と

思い決めました。

食べるものの安全を考えた時に、“自分でつくる”

というところにいきつき、肥料・農薬は用いない、

草や虫を敵としないという “自然農”でお米、大

豆、野菜たちを育て、田畑と共にある暮らしをし

ています。 現在 4歳になった息子は既存の

保育園や幼稚園には通わず自主保育の仲間たちと

日々を過ごしています。 自主保育 “ひとつぶ

てんとう園” は 園舎（建物）を持たず、親子共

に、山、田畑、琵琶湖、川などで過ごします。 時

間で決まっていることは１つもなく、みんなが集

まったら朝の集いが始まり、お腹が空いたらお昼

を自由に食べます。 そんな時の流れが心地よく

て、私は時計や携帯電話は持って行きません。 活

動内容が決まっているわけではなく、やりたいこ

とをみんなで相談して決めます。

自主保育は子育てというよりはむしろ親自身の育

ちの場で、自分自身と向き合い過ごす中で、こだ

わりやとらわれに気づき、それらを解放していく

ことで、「自分の中」に答えがみえてくる。そして

人に惑わされず、自分自身で選びとるチカラ、自

分の声をあげるチカラをつけていく、というのが

母親たちのねっこにある共通の思いです。 この

“ひとつぶてんとう園” のメンバーで保養の活

動を立ち上げ、昨年夏に引き続き、この夏も保養

活動をすることができました。

正直な気持ちを振り返ってみると、なにか具体

的に助けになることをしたいと思いながらも、一

方で放射能は人と共存できるものではなく、汚染

の濃い場所に住む人には避難を決断してほしいと

いう思いが私の根底にあったので、「保養という方

法を手助けすること」に自分の中で答えを出すま

でには時間が必要でした。放射能の怖さととなり
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あわせの生活をしてきて、もうこれ以上被曝はし

たくないという思いの中、「保養に関わることをす

る」ということは覚悟のいることでもありました。

2014年夏、滋賀に保養に来ている方に出会いお

話しした際、その方の心の奥深くにしまい込んだ

気持ちがあること、

本当の自分はどうしたいのか心の深くでは知って

いるのに、できないと思い込んでいた、そのあり

のままの気持ちに

その方がたどりついた時に、私自身「これだ」と深

い納得を得、「私の保養」の出発点となりました。

どの判断が正しくて正しくないか、なんてことは

誰にも分かりません。 誰かが決めることでもあ

りません。 ただただ保養に来られた方が自分自

身の気持ちと向き合い、自分自身をとりもどせる

場所として、ひとつぶてんとう園の保養が在れば

と願っています。 1 組づづお迎えする小さな小

さな保養だけれど、国が向かおうとしている方向

に NOと意思表示する大きな思いも込めて。

今後はこれから放射能汚染の真実に気がつくで

あろう方々の場所として、一度保養に来てくださ                                   

保養とは… 汚染のない場所で一定期間過ごす

ことで、体内から放射能を排出することができま

す。発病させないための予防で、東北・関東に住

む人たちに保養が必要です。ベラルーシでは国家

で保養に取り組んでいて、チェルノブイリ

原発事故から 30年経った今でも、毎年 1 か月間

国費で保養に出ています。

った方がいつでも帰って来れる場所として、365
日通年受け入れのできる保養場所をみつけたいと

願っています。

“みんなでつくる保養”のなまえの通り、滋賀

に住む地域のみなさんと共につくりあげているこ

とを実感し感謝につつまれた日々。カンパをはじ

め、保養者の方へと野菜や物品をたくさん寄せて

くださいました。

今年は近江八幡市にある江戸時代から続く町屋

をお借りすることができ、千葉県、埼玉県からの

親子をお迎えしました。

ひとつぶてんとう園の保養では川根眞也先生作成の「保養のおきて」

（http://www.radiationexposuresociety.com/archives/4713）などを参考に「放射性物質を持ち込まないた

めの約束ごと」を設けています。

放射性物質のある生活から離れ安心した場所で過ごしてほしい、体内から放射性物質を排出し免疫力を

高めてもらいたいと願い、洋服、バック、靴をはじめ生活で必要な物全般をそろえてお待ちしています。 詳

細などお問い合わせください。 （山﨑圭子 w23.91439@gmail.com )
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今年、2度目の保養に出かけました。昨年に引き

続き 2回目の滋賀県入りでした。昨年は 9日間滞

在できましたが、今年は仕事の都合もあり、たっ

たの 1週間だけ。本当は 2週間以上の滞在がデト

ックスには効果があると聞いていたので、今回は、

今年小学生になった長男が自然の中で思いっきり

遊ぶというところを目的地にしました。昨年の保

養のことを夫にも話していたので、移住をちらり

と考えはじめた夫も今回は同行となりました。家

族 3 人、これからの人生をどう生きるのかという

ことも視野に出発しました。

滋賀の保養プログラムは、本当に充実していま

す。お約束の「放射性物質を持ち込まない」という

ところのハードルが少し高いところ以外、あらゆ

る面での準備やご用意をいただき、体ひとつで滞

在できる内容です。今回もまた、現地で着る洋服

から靴、下着まで用意いただきました。また、滞在

した場所も、個人の方の協力をいただいて開放く

ださった一軒屋です。そこに親子人数分の自転車、

お米、食器、洗剤（しかも合成洗剤ではなく自然派

のものがそろえてあり、助かりました）、手作りの

お味噌やしょうゆ、梅干までそろえてくださって

います。本当にありがたいです。案内ファイルの

中には、保養に関する約束事、滞在先の観光マッ

プ、コインランドリーの場所や料金、受け入れ団

体さんのお子さんたちが描いてくれた「ようこそ

滋賀へ」という絵が挟んであり、受け入れられて

いるなぁと本当にうれしく思いました。

滞在している間、本当に親子ともどもよく遊び

ました。育児サークルをしている団体さんが保養

プログラムの母体となっているため、そのサーク

ルに参加している親子（年中～小学生までのこど

もたち）と一緒に遊ぶことができるのです。なの

で、そちらの活動日に参加をさせていただき、川

遊び、琵琶湖泳ぎ、自然観察会参加、八幡山登山な

ど連日楽しみ、良いデトックスの機会ということ

で水をたくさん摂取し、汗をたくさんかきました。

長男も、保養団体のみなさんのお子さんたちと一

緒になって、思いっきり自然を体験しました。お

かげで水に顔をつけられるようにもなったし、清

流の中で泳ぐサカナと一緒に泳ぐ体験もできまし

た。関東では絶対に体験させてあげられないこと

です。自然を身近に感じて慈しむ気持ちを心に抱

いて大きく成長してほしいと願う私たち夫婦にと

って、滋賀でのこの自然体験は、何ものにもかえ

がたい大切な時間でした。長男は自然のにおいや

力（川や波が持つ流れる力、芽吹く力、野鳥類たち

の生きる力）と向き合い、自然の中で自分たちも

生きているんだという実感を少しずつ、この保養

の時間の中で体内に培っているようです。ありが

たいことです。この保養で、長男は「勇気」という

ものがどんなものかわかったようです。自分が苦

手なものに取り組むときには「勇気を心に貯める」

という表現で、苦手なことに挑戦できる気持ちを

はぐくむことができました。この力は、これから

彼がどんどん大きく成長していく時間の中で、ど

れほど彼を支えてくれることでしょうか。自然の

もつ力というものは、人間が持つ本質を本当に引

き出してくれるんだなと思いました。また、保養

先では、無農薬のお野菜などのカンパもいただい

たため、滞在期間中の食事はほとんどが自炊でし

た。ときどき、近くの地産地消の惣菜やさんで購

入することもありましたが、近江八幡産のみを使

っていたため、安心して購入できました。保養先

では、安全な食事、充実した運動、現地在住の同世

代の方々との交流など、本当に良い時間を過ごす

ことができました。

滞在 4日目くらいでしょうか、夫とふたりで同時

に気づいたことがありました。「なんか体の中にい

つも感じていた”澱み”みたいな疲れがない」と。

そうなんです、いつも関東にいたときには体の中

に疲れからにじみ出て中々取れない重っくるしさ
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というか、沈殿した何か重たいものがあったので

すが、滋賀に滞在している間にデトックス効果も

あったのか、はたまた、親子で自然に親しみ発散

していたからなのか、ストレスから開放されたか

らなのか、とにかく、体が軽くなっているという

ことに気づきました。関東にいると、早く寝たの

に翌日もなんだか疲れが抜けないということが多

かったのですが、滋賀に居る間、それこそ半端な

いくらい炎天下のしたで運動したり歩いたり（連

日二万歩くらい！）しているにも関わらず、疲れ

ないという体験をしたのです。震災以降、なんで

こんなに疲れるんだろうかと常々感じていて、そ

れはきっと放射能汚染による空気で免疫系統がダ

メージを受けていることのほか、加齢や育児と仕

事などのストレスや過密スケジュールも原因なん

だろうなと考えていたのですが、はっきりと確信

しました。関東の空気がダメで、必要以上に疲れ

てしまうんだなと。これは、夫もそう言っていま

した。夫は汚染について認知はしていますが、関

東の汚染についてさほど深刻にとらえてはいない

人でした。そんな人が今回はじめて西日本に出て

感じた体感が、「空気と水がダメなんだろうな」と

いうことでした。私だけの体感なら、いわゆる思

い込みによる錯覚ということも考えられるのです

が、そういう先入観がまったく情報として持ち合

わせていない夫が（もちろん、保養で体が軽くな

るという情報すらも彼は知りませんでした）、こう

やって体感した感想というのは、私自身にとって

も意味深い体験になりました。

近江八幡市に滞在している間、本当によく街中

や周辺へ出かけました。100 円レンタカーを借り

て琵琶湖のまわりもまわりました。森林と稲の香

りに満ちた新鮮な空気をたくさん体に取り込みま

した。街中にある市営の銭湯に毎晩のように通い、

汗を流したり、地元のおばあちゃんやおじいちゃ

んと交流をしました。これも長男にとっては本当

に良い経験でした。街中を自転車で走り、空き家

を見つけたり、夫の仕事に関連する会社などを外

から見てみたりなど、移住に向けての視野を夫婦

で共有することができました。埼玉県から滋賀県

や京都に移住したお友達とも現地で会う機会をい

ただき、移住したあとのお話をたくさん伺えたこ

とも、夫婦ともに大きな収穫でした。

関東に戻ってきてからの体の変化ですが、本当

にたくさん汗をかいた一週間（しかもカフェイン

を一切摂取しないように心がけました）だったか

らか、右腕にできていた大きさ 3 センチ台くらい

のぽっこりした脂肪腫瘍が、縮んでいたのです。

これは、帰ってきてからその変化に気づきました。

滋賀に行く前は、腕をまげるのに違和感を感じる

ほど大きくなってきていて、もしかしたらまた切

開をして切除したほうがいいのかも知れないと考

えていたくらいだったのです。それがいまは、1セ

ンチちょっとくらいのぽっこりになっています。

腕をまげても何にも違和感がないのです。1 週間

しかいなかったのに、デトックスの効果はすごい

です。

夫は夫で、空気のよさ、水とお米のおいしさに

すっかり魅了されたようで、夫婦間のラインには

（千葉県柏市にもともと在住していた私たちは、

持ち家の売却中につき、夫は柏在住、私は埼玉県

に一時避難状態）滋賀や三重県、兵庫などの賃貸

物件情報のリンクコピーが毎晩飛び交っています。

両方とも両親が健在につき、いますぐに移住とは

いかない状況ではありますが、とりあえず、柏に

ある持ち家を処分し、住宅ローンを相殺し、移住

に向けての準備を少しずつでも進めていけたらと

考えています。保養受け入れの滋賀の団体さんに

は心から感謝の気持ちでいっぱいです。保養とご

縁をつないでくださった川根先生、いつもありが

とうございます。（終）


